
 国道246号の上空は、鉄道や横断橋、首都高速の施設により塞がれ、地上については柱等による狭さく部が生じており、閉鎖的な空間となってい
るため、出来るだけ人目に触れ、明るく、安心できる空間の構築が求められている。

国道246沿道の課題

 照明施設などで明るい環境を確保する。
 沿道の建物には出来るだけ店舗などを配置し、賑わいの創出に努める。
 舗装や転落防止柵などの道路施設と建物との連携したデザインなどによ
り、良好な空間の確保を行う。

 普段は歩行者も少ないため、道路空間を活用した賑わいの創出などの
検討を行う。

 清掃などを含め、空間の環境の保全のための検討を行う。

基本的な考え方

P.1

 歩行者空間の整備にあたっては、北側・南側それぞれの区
間でデザインの整合を図るよう検討する。

 照明は、明るさを重視し、全域を統一したものとする。
 上部構造物を支える柱に対しても同様にデザイン、照明で
の演出など検討を行う。

 賑わいの創出などにより、出来るだけ安心のできる空間づく
りを行う。
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国道246号沿道環境について ①沿道環境の方針

舗装デザイン確定

渋谷駅東西広場のデザインと
の整合を図るよう検討
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検討事項 状況

舗装について

• 舗装は北側・南側それぞれの区間でデザインの整合を図り、国道の舗装に関しても擬石透水平板ブロックを基本に検討す
る。

• 北側の舗装に関しては、渋谷駅東西駅前広場のデザインの深度化を踏まえ、引き続き検討を行う。
• 南側の舗装に関しては、関係者（渋谷サクラステージ、JR、渋谷ストリーム）連携のうえ、デザインを確定（2023年4
月）。施工については、国道２４６号の最終形工事の際に修景舗装も行う。

歩道照明
• 道路機能として必要最低限の照明は国道でも検討。
• 上部構造物や民地側等の照明の検討状況を踏まえ、民地側から歩道側を照らし、基準値以上の照度を確保する方向で検討。
• 北側は民地側から歩道を明るくするような照明を検討。
• 南側は、サクラステージの壁面照明はあるものの検討中。

上部構造物等の
照明演出

• 橋脚等（首都高を除くJRや国道デッキ、占用デッキ等）が林立しているため、デザインやライティングなどについても検
討。

• JRの桁裏などの化粧も検討。

にぎわいの創出
• 北側は、建物の深度化に伴い、裏にならないよう修景の検討を行う。
• 南側は、渋谷サクラステージと渋谷ストリームの外観が決定。JR桁下空間の演出を検討中。
• イベントや夜間の歩道の利用など、エリマネ活用など、ソフト面でも積極的に検討する。
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国道246号沿道環境について ②これまでの確認事項と検討状況

N
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出典：230306都市基盤施設デザイン調整WG資料

交差点側よりJR高架側より

視点① 視点②

視点②
視点①

■サクラステージ開業に伴う国道246号南側沿道の状況確認
ー検討経緯・デザインの方向性 振り返りー

検討時のイメージ

国道246号沿道環境について ②これまでの確認事項と検討状況
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■サクラステージ開業に伴う国道246号南側沿道の状況確認
ー計画⇔現在（ストリーム・サクラステージ竣工）の比較ー

サクラステージ側沿道JR高架下沿道

国道246号沿道環境について ②これまでの確認事項と検討状況

ストリーム沿道オミビル前 ▲舗装に使用している
擬石透水平板ブロック
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